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ハ ミル トン博 士 の言卜

森 安 孝 夫

20世 紀 後半の フラ ンス東洋学,特 に 中央 アジア学 と トル コ文献学の分 野 に

大 きな足 跡 を残 され た元CNRS(フ ラ ンス 国立 科学研 究 中心)研 究 指導教授

(DirecteurdeRecherche)ジ ェ ーム ス=ハ ミル トンJamesR.Hamilton博 士 は,

2003年5月29日,パ リの救急病 院 にて逝去 され た.享 年82.元 来 ア メリカ

合衆国人である博士 は1974年 に フランス国籍 を取得 されたが,生 涯独 身を通 さ

れ,ま たすで に本国 に も近親者 はお られないため,告 別式 は本年6月14日,

Soci6t6Asiatique(フ ラ ンス=ア ジア協 会)の 主宰 によ りパ リ第20区 のベ ール=ラ

シェーズ(PさreLachaise)墓 地 にて しめやか に執 り行 なわれた.欧 州出張中で,

た またま葬儀 に参列 され た梅 村坦 氏か らの電子 メールに よる報告 による と,ま

だ朝 の涼 しさが若干残 る静か な曇 りがちの天気 の中,バ ザ ン先生 をは じめ長老

をま じえた約五十名の参列者が,代 表二人に よる弔辞 の後,一 人ずつ花束 を捧

げた り黙祷 した り,思 い思い に弔意 を表 して解散す る とい う,日 本で は考 えら

れ ないほ ど簡素 なが ら,心 のこ もった ものであった とい う.
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ハ ミル トン先生は,私 が東京大学にて薫陶を受けた恩師である榎一雄 ・護雅

夫両教授 と並び,私 の1978～80年 のパリ留学時代に トルコ文献学に関する手ほ

どきを受けた恩師の一人である.奇 しくも本年5月,私 と吉田豊神戸市外国語

大学教授 とはコレージュ=ド=フ ランスの招きを受け,そ れぞれ四回ずつの連続

講義を行なうためパリに滞在中であった.そ して5月28日,我 々の最後の講義

に参加されるためコレージュニド=フランスに来られた先生は,正 面玄関に続 く

広い前庭の石畳の上に昏倒 され,頭 部から多量の出血をされて意識不明のまま

救急病院に運ばれたが,そ の後意識を回復されることなく逝かれたのである.

私は当日の夕方病院にお見舞いに参上 したが,昏 睡状態のままであり,な すす

べもなく翌29日 に予定通 りパリを離れることになった.そ してシャルル=ド

ゴール空港から,今 回の吉田豊教授の招請者であるタルディユ教授の学生でパ

リ在住の中野千恵美氏へ電話を入れて,昨 晩の状態が続いていることを確認 し

た.と ころが帰国直後にピノー教授から電子メールが入 り,我 々がパリを発っ

たその日に亡 くなられたことを知った次第である.そ れからほどなく,ア ジァ

協会から会員全員に宛てられた公式の死亡通知により,以 前から伺っていた通

りアジア協会が法定相続人として葬儀を行なう旨を知 らされたのである.従 っ

て私自身はその葬儀に臨席することも叶わず,た だ遠 くより御冥福をお祈 りし

ただけであ り,痛 恨の極みである.

先生は既に御高齢であ り,大 きなマンションで一人暮 らしを続けてお られた

ので,い ざという時にはどうなるのかとひそかに心配 もしていた.学 問的情熱

と頭脳には全 く衰えが見られなかったとはいえ,こ の十年間には大病をされた

り,階 段で足を踏み外 して大怪我をされ,膝 の手術を受けるようなことが幾度

もあったのである.今 回の私のコレージュ=ド=フ ランス行 きは公式にはオスマ

ン=トルコ学のワインシュタイン教授よりの招請によるものであるが,実 際には

ハ ミル トン先生が仲介されたのである.先 生は大学で教鞭をとられたわけでは

ないので正式の教え子はおらず,私 は数少ない実質上の弟子の一人である.今

回の出来事は私にとっては非常なショックであったが,い わば先生が私 を呼び
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寄せ て くださったのであ り,最 後 にお 目にかかる ことが で きたの も人智の及 ぼ

ぬ不思議 な御縁 ではと,複 数の方々か ら慰めていただいた.こ の追悼文 を執筆

で きる.ようになったのは,そ の ような暖かい励 ま しの御陰であ る.

先 生 は1921年3月14日,ア メ リカ合衆国中部 にあるカ ンザ ス州 の トピカ

Topekaで お生 まれにな り,1939～41年 カ ンザス大学で学んだ後,一 旦はボルチ

モ アの グレンニマ ーチ ン社 に入社 した.し か し日本が真珠湾攻撃 によって第二次

世界大戦 に参戦 した ことによ り,翌 年 にはアメ リカ海軍 に入 ることを志願.と

ころが そこで上官 に能力 を見込 まれ,ワ シ ン トンの海軍行政学校 に回 された.

次 いで,ト ルコ共和国の アメ リカ大使館付 き武官 となってア ンカラに赴任 し,

そ こに1945年 ま で滞在 した.そ の間 に トルコ語 を修得 された ことが,先 生の学

者 と しての人生 に大 きな影響 を与 えたのである.王945年5月 に本 国に戻 ると,

ロ シア語の修得 を希望 していた本 人の意志 に反 し,上 官の命 によ り日本語 を学

ばねば ならな くなった.そ して コロラ ド大学及 びオクラホマ大学 において 日本

語集中教育 を受 け,わ ずか一年間で 日本語 を修得 した後,1946年6月 には日本

に赴任,東 京の郵船 ビルで 日本語 の秘密文書翻訳の仕事 に従事 した.日 本滞在

は1947年8月 までの一年余 りで あ り,日 本人 とは 日本語で会話 していた とい

う.よ く伺 ったお話 によると,日 本人の親切 さはいい思 い出 として残 っている

が,日 本料理 と くに魚や海苔 ・ワカメはおい しくなか った との ことであ る。 も

ともとカンザス生 まれで,魚 といえばナマズ くらい しか な く,大 嫌いであ った

ら しい.後 年,日 本 に来 られた時,バ ザ ン夫妻 ともども京都 は祇園の さるフラ

ンス風懐石料亭 にお連れ したが,あ の時の魚料理 は特別 におい しか った と何度

もお っしゃってお られた.敗 戦直後 の東京で は,魚 さえまずかったのであろ う

か.そ れ と も,ア メリカに移 住 して きた大祖母 が ノルウ ェー 人で,移 民船 に

乗 った時 にち ょうど妊娠 中であ り,そ の時 に魚の臭い に耐え られず非常 に苦 し

んだ との ことであ るので,魚 嫌い はその後遺症か も しれ ない.

日本 で軍務 としての通訳の仕事 を終 えた時点で学問の道 に入 ることを決意,

太 平洋 を越 えて本国経由でフラ ンスに渡 り,以 後終生 をパ リで暮 らす ことにな
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る.ま ず1947～51年,種 々の苦労 を重ねなが らもパ リ大学 および東洋語学校で

L語 学 を中心に学 んで 日本語 ・中国語 ・トルコ語の免許 を取得
,1951年 か らはソ

ル ボンヌの高等実務学院でポールニドミエ ヴ ィル教授 に師事 して1954年 にパ リ

大学の博士号 を取得,そ して翌年には代父であったヴァデ ィム=エ リセーエ フ博

士の尽力 もあってCNRSのAttach6deRecherche(助 手 相当)と して定職 に就 く

ことがで きた.以 後,CNRSのCharg6deRecheche,Ma↑tredeRechercheと 川頁調

に昇任 し,遂 にDirecteurd6Rechercheと な って1989年 に 引退 する まで,そ れ

まで とはうってかわ った恵 まれた学 究生活 を送 るこ とになる.最 初期の指導教

授 は中国学 ・チベ ッ ト学 で有名 なポール=ド ミエ ヴィル博士 であったが,ル イ=

バ ザ ン教授 の要請 もあ って徐々に古代 トル コ文献学 の方 にシフ トしていったそ

うであ る.高 等実務学院のバザ ン教授 の トル コ文献学ゼ ミには,こ の頃か ら引

退後 まで一貫 して出席 し続け るこ とになる.ド ミエ ヴィル教授の指導の もと,

パ リ大学 に提 出 した博:士論文が漢籍 と敦煙 出土 漢文文書 とを歴 史学的 に扱 った

「漢文 史料 に よる五代期 のウイグル』であったのに対 し,ほ ぼ同い年のバザ ン教

授 の門下 に入 り,1968年 に提 出 した第三博士 号論 文は 『敦煙 出土 ウイグル文善

悪二王子経』とい う文献学 的研究であ った.両 者 はいずれ も活字 になって,今 に

至 る まで基本的な書物 として利用 され続 けている。特 に前者は1955年 の初版で

あ るが,い ち早 く安部健夫 『西 ウイグル國史の研究』(京 都,彙 文堂書店,1955

年)に 取 り込 まれて我が国で も有名になっただけでな く,欧 米で も名声 を博 し,

新 た に増補版 乙630μ18加 μr3∂1'6ρo興648∫C吻Dyηo∫"8∫4'α ρr～∫16∫40cμ〃!6η∫∫

c痂ηo～∫,(Bibliothさquede1'lnstitutdesHautesEtudesChinoises,VolumeX,Paris,

Coll邑gedeFrance)が1988年 に 出版 されてい る,先 生の論文 ・著書 は決 して多

くはないが,ど れを見て もオ リジナ リテ ィに富 んでお り,学 問の喜び を伝えて

くれる.そ れだけでな く,努 力すればここまで 「知の地平」が広がるのだとい う

お手本 を示 され,困 難ではあるが魅力 的な研究 テーマ を開拓 してい く勇気 を与

えて くれるのである.私 は先生の ほ とん どの論文が好 きであ る.し か し,そ の

代表作 はなん といって も長年彫琢 を重 ねて成 った 『敦 煙出土9～10世 紀 ウイグ
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ル 写 本 』〃 α朋 ∫crど'30μlg侃r54〃Xθ.X6∫12c1θ48τ 侃 θη.ho襯 ηg(2volumes,paris,

Peetersl986)で あ ろ う.こ れ は1983年 に提 出 さ れ た 彼 の 国 家 博 士 論 文 を 出 版 し

た もの で あ る が,実 は こ れ こ そ パ リ留 学 申 の 私 が 先 生 の 自宅 で 直 接 手 ほ ど き を

受 け た テ キ ス ト群 で あ り,多 大 の 学 問 的 恩 恵 を 蒙 っ た も の な の で あ る.そ の 他

の 著 作 に つ い て は,一 昨 年 に 出 版 さ れ た 先 生 の 生 誕 八 十 年 記 念 論 文 集L.Bazin

&P.Zieme(eds.),∠)81)槻 加 αηg∂1辞 αη伽1.Ho切 駕αg8∂ ノα襯6∫R尻 ∬θ!1110醒〃'oη,(Silk

RoadStudies5,Tumhout2001)に 掲 載 さ れ た 業 績 目録 を 御 覧 い た だ き た い.

先生はお魚は駄目であったが,そ の他の食物については大変な健啖家であっ

た。私 も日本人としては大食らいの方であるが,毎 週土曜に自宅で夕食を作っ

ていただいた二十五年前はもちろん,去 年 ・今年でさえ一緒に食事 をしても召

し上がる量は先生の方が多かった,ま た先生は,も しか したら欧州最後の紳士

であったか もしれない.こ のごろは国際学会でもラフなスタイルが目立つの

に,先 生はいつも帽子をかぶった正装で現れた.ま たアメリカ出身であるにも
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かかわらず英語よりずっとフランス語を愛 しておられた.外 国の学者の要請で

英語で話し始めても,い つのまにかフランス語に替わってしまうという場面に幾

度となく遭遇 したものである.

先生の蔵書は,サ ン=ドニ通 りの広いマンションを含む財産と共にアジア協会

に遺贈 されることになっている.パ リに永眠することになっ.た先生は,あ の整

理の行 き届いた蔵書や抜刷類が有効に活用されることを,心 より願っておられ

ることであろう.

先生は最後の最後まで現役の研究者であった.特 にお若い時にアジア協会で

図書の整理や閲覧の手伝いをして,ア ジア協会に所蔵されるカラバルガスン碑

文拓本に接 して以来,そ の漢文版とソグド語版の新テキスト並びに訳注の出版

には並々ならぬ情熱を燃や しておられた.そ して近年も吉田豊教授の師匠であ

るイギリスのシムズウィリアムス教授 と共同でその計画を進めておられた.奇

しくも私はソ連崩壊後西側からは初めてのモンゴル学術調査隊を組織 し,カ ラ

バルガスン碑文についての新知見を得たため,吉 田教授と共同で研究を発表す

ることになった.ハ ミル トン ・シムズウィリアムスと森安 ・吉田のいわば師弟

のペアが同 じ史料 を互いに独立 して扱う形になって しまったのである.実 は今

回,私 と吉田教授 とがコレージュニドニフランスに呼ばれたのは,第 一に中央ア

ジアのマニ教史について日本側の研究水準を披露するためであったが,そ れ と

同時にウイグル=マ ニ教史の最重要史料たるカラバルガスン碑文のアップ トゥデ

イトなテキス ト作成に向けて,予 定を調整する意図が双方にあったのである.

そのため我々の講義 も,カ ラバルガスン碑文にかなりの重点を置 くものになっ

た.今 となっては,本 碑文の新研究は我々に課 された大 きな宿題となったので

ある.

ここにあらためてハミル トン先生の永年の御厚情に感謝すると共に,先 生の

御冥福 を衷心よりお祈 り申し上げる次第である.

2003年6月27日 合掌
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